





































































基礎看護学実習 Ⅰは 1 年次の通年に実施し，45 時間 1
単位で，1 日の病院実習，2 日の在宅実習，1 日の施設実
習の計 4 日間の見学実習を行っている。主にコミュニケ
ーション能力の育成を目標としている。2 年次に行う基礎



















２． 調査対象：平成 26 年度に基礎看護学実習 Ⅱを実施し
た学生 61 名。
３． 調査期間：基礎看護学実習 Ⅱ終了後の平成 26 年 8 月































た（図 1）。受け持ち患者の年齢は 20 歳代 1 名，40 歳代 1
名，50 歳代 1 名と若年者・壮年者は少なかった。80 歳代
24 名が最も多く，高齢者が多い結果であった（図 2）。受
け持ち患者の性別は男性 20 名，女性 41 名であった。受
け持ち患者の主な疾患は，最も多かったのは呼吸器疾
患・整形外科疾患 12 名（19.7％），脳神経疾患 11 名
（18.0％）で全体の 6 割を占めていた（図 3）。
２）看護診断名
学生が挙げた看護問題は 2～7 個で，総数 215 個，平均








アに関する看護診断名 22 個，感染リスク 16 個，身体可








いて評価 1.86 点，看護診断・評価 1.89 点であった。理解
度について尋ねたところ，どの記録の理解度も高く行動
計画 3.37 点，看護診断・優先順位 3.17 点であった。実習
での指導度について尋ねたところ，どの記録も点数が高






































































共同問題は 7 名（11.5％）が 10 個を挙げていた。平成 23
年度の調査結果５）と同様に，教授方針として共同問題をで
きるだけ挙げず，看護の視点でケアをするために看護診
断を挙げる方針が浸透してきていると考える。
看護記録の困難度・理解度について質問紙調査を行っ
たところ，学生は実習記録全般に困難さを感じていたが，
理解度・指導度は高かった。これは，教員の指導力によ
って理解度が高まっていることが明らかである。このよ
うに，基礎看護学実習 Ⅱでは一定の目的に到達すること
ができており，教員の関わりが非常に重要である。特に，
初期段階の情報収集やアセスメント段階での関わりが重
要である。学生の準備としてロールプレイングなどをす
ることによって，何が重要な情報なのか，基盤となるコ
ミュニケーション力を強化する必要がある。現在は DVD
による模擬患者での情報収集をしているので患者の状態
は同じままである。変化をつけるために，1 週間後など状
態の変化に応じた患者情報の提供が必要である。
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